
ミツバチの輪

プロジェクト

ー政策・行政ー

田中陽樹　聖学院学校

坂本知優　大妻嵐山高校

菅野純弓　聖心女子学院

小島麻椰　聖心女子学院



課題

・養蜂自体やその役割の認知度の低さ

・養蜂家同士の関わりの少なさ

・養蜂家の正しい知識不足

 →これらを解決するために、“行政だからこそ可能な”

対策を講じてもらうべく、事業を考えた



事業概要

名前：ミツバチの輪プロジェクト

目標：行政に課題解決を要求する

課題を解決するための事業案を、政府に提案する事業



①給食 ②スターターキットの

配布

③養蜂検定(蜂検)の実施

政府への要望案



内容:給食でハチミツを利用した料理を提供する

対象:小中学校

①給食

・ハチミツについて記載された

　献立表、データシート

→親、子ども両者の間での

　認知度UP↑

・養蜂家と生徒の間の

　給食を介した交流

→養蜂家と学校のつながりが

　発展し、イベントなども

ハチミツゼリー ハチミツトースト



内容:養蜂器具や教本を行政から貸し出す

対象:養蜂に興味のある初心者

スターターキット

の貸与
行政へ申請

②スターターキットの配布

養蜂家コミニティ形成

養蜂検定（蜂検） 返却



内容：養蜂に関する情報の検定

最も初級のレベルはスターターキット内の教本の難易度

→養蜂を継続できるかどうかの指標に

レベル別年に3回開催 基本情報の獲得

③ 養 蜂 検 定 　 ( 蜂 検 )



養蜂やミツバチについての知識を深める

→知識不足によって起こる伝染病や害虫の拡大の抑制

あるレベルを合格したら商品に政府の認定マークを付与

→付加価値が生じ利益がUP

　→養蜂家がさらに蜂検に意欲的になる

　　→深い知識を持った養蜂家が増加

伝染病/害虫拡大の抑制 利益増加認定マーク



アピールポイント

・業界の団結力が強くなる

・持続性がある

・知識を持った養蜂家が増える

資金ではなく、器具としての支援である　

地域の養蜂家同士の関わりが強くなる

→情報交換が盛んになる

知識不足によって引き起こされる問題の解決

日本の養蜂家の製品に高い付加価値がつく



自分たちにできること

給食メニューを近隣の養蜂家と協力して考案

養蜂について知識を深める

学校で地域の養蜂家との関わりを強める



Thank You!
ありがとうございました
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